
ウエストミンスター小教理問答 

 

50週 主の祈りの序言 

 

質問 99．神が私たちにくださった祈祷の指針は、何ですか。 

 

答えⅠ神のみことば全体が、私たちの祈祷を指導するのに有用です。ただ、

特別な指針は、キリストが弟子たちに教えられた「主の祈り」と呼ばれる祈

祷文です。 

 

質問 100．主の祈りの序言が、私たちに教えるのは、何ですか。 

 

答えⅠ「天にまします我らの父よ」という主の祈りの序言は、私たちを助け

ることができ、また進んで助ける準備ができている父に対する子のように、

清い敬愛心と確信とをもって、神に近づくことを私たちに教えています。ま

た、私たちが他の人々と共に祈り、他の人々のために祈らなければならない

ことを教えています。 

 

   解説    

 

 

神のみことば全体 

祈祷は、神と対話を交わすことです。私たちは神と対話をする以前に、神の属

性と御心について必ず知っていなければなりません。そして、私たちの品性と私

たちが必要とする事らを知らなければなりません。 



しかし私たちは罪によって神と遠く離れてしまい、私たちの心は暗くなって

しまいました。それで私たちは、神に対して正しい理解をもっていなくて、その

上、私たち自身についても正確な知識を持っていません。ところが神のみことば

は、神を知る知識を与え、聖霊の悟らせることによって、私たちに神に出て行け

るように激励します。聖書は、私たちに必要な知識を提供します。 

神のみことばには約束があります。それで私たちは、その約束を信じて祈祷を

するのです。預言者ホセアは、みことばを用意して祈祷するよう告げています

（ホセア 14:2）。そして聖書は、多くの信仰者がどのように祈ったのか、神から

どのように応答されたのかを見せてくれます（創 18:23-33、24:12-19、ダニエル 2:18—

19、使徒 12:5,7-11、ヤコブ 5:17-18）。それゆえ、神のみことば全体が、私たちに

とって祈りの指針となります。 

 

特別な指針 

イエスは弟子たちに特別な祈祷の指針を与えました（マタイ 6:9-13、ルカ 11:2-

4）。主が教えられた祈祷であるから、それを「主の祈り」と呼びます。主の祈

りは、とても単純でありながら包括的で、祈祷の方法を見せてくれます。聖霊に

よって祈らなければならない、神との関係の中で、そして教会の中で私たちが祈

祷すべきことを見せてくれます。私たちは個人的に、また密かに祈祷を捧げます

が、主の祈りは、神の民が結合して共に祈ることを語ります。礼拝の中で祈りを

捧げ、すべての者に必要なことを共に祈ることです。そして神を我らの父よ、と

呼びながら、キリストの国に屈服された家臣のように、聖霊によってその方の御

名が栄光になるように祈ることです。 

 

序言 



祈祷は、神に捧げることです。それゆえ、当然、神の主権と威厳と恵みを認識

する中で畏れる心で捧げるべきです。祈りを捧げる者は、必ず、神が天におられ

る事を記憶することです（詩 11:4、123:1）。しかし神は、我らの父として、私た

ちを愛し、私たちとの交際を喜んでおられ、私たちが求めることを与えられる準

備ができている事実を知ることです（ルカ 11:13、ロマ 8:15）。したがって神に祈

る時は、最も謙遜な心で捧げることです。また神が私たちを助けることができ、

喜んで応答してくださることを確信できます（ルカ 11:13、詩 84:11、ピリピ 4:19）。 

 

我らの父 

神は私たちをご自身の子供にしてくださいました（ヨハネ 1:12、ヤコブ 1:18）。

それは旧約でも同様です（イザヤ 63:16）。私たちがキリストから離れていた時は

外人でしたが（エペソ 2:12、コロサイ 1:21）、キリストにあって神の子供になった

のです（ガラテヤ 3:26,4:5、エペソ 1:5）。私たちは神の子供としての特権を味わう

ことができ、相続人でもあり（ヨハネ 20:17、ロマ 8:17,29）。 

神は私たちの霊魂の父です（へブル 12:9）。したがって当然、父に祈ることが

できます（エレミヤ 3:4）。叫びながら祈りを捧げるべきです（ガラテヤ 4:6）。神

は天におられるから、私たちは、畏れる心で祈るべきです（哀歌 3:41、Ⅰテモテ

2:8）。神は天におられ、何事でもおできになる方として、私たちが願うこと以上

に施すことのできる方と考えることです（エペソ 3:20）。私たちは確信をもって

祈ることです（エペソ 3:12）。我らの父は、すべてにまさって偉大な方であるこ

とを記憶することです（ヨハネ 10:29）。 

 

人々のための祈祷 

私たちは神の子供たちと結合されています。それゆえ、私たちは神に祈る時、



同じ心をもって共に祈るべきです（使徒 12:12）。そしてキリストにあって、共に

兄弟となった聖徒たちのために祈ることです（Ⅰヨハネ 4:2）。聖徒たちが主にあ

って、キリストの満ち満ちた身たけにまで至るように祈ることです（エペソ 4:13）。

また王と、主権者たちのためにも祈り（Ⅰテモテ 2:1-3）、福音の使役者たちのた

めに祈り（ロマ 15:30）、霊的収穫のためにも祈ることです（マタイ 9:38）。 

 


